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　2月3日、「たどし認定こども園かぜっこ」の園児が金融共済多度志支所で豆まきを
楽しんだ。

➡記事の詳細は3ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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１
月
28
日
、深
川
市
の
受
入
農
家
で
つ
く
る
深
川
市
新
規
就
農
等
受
入
協
議
会（
佐
々
木
伸
介
会
長
）が「
Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
雇
用
就
農
フ
ェ
ア 

in 

ふ
か
が
わ
」
を
開
催
し
、（
株
）
深
川
未
来
フ
ァ
ー
ム
研
修
生
を
は
じ

め
と
し
た
新
規
就
農
希
望
者
４
名
と
同
協
議
会
員
５
戸
が
面
談
を
行
っ
た
。

　
同
フ
ェ
ア
は
、
雇
用
就
農
へ
の
意
向
を
示
す
新
規
就
農
希
望
者
と
、
同
協
議
会
に
法
人
等
で
参
加
し
従
業

員
の
雇
用
を
希
望
す
る
会
員
と
の
面
談
の
場
を
設
け
、
就
農
先
や
研
修
先
と
し
て
今
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
繋

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
ま
た
当
初
は
、
同
協
議
会
員
以
外
の
市
内
の
営
農
法
人
等
に
も
参
加
を
呼
び
掛

け
る
予
定
だ
っ
た
が
、
管
内
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
し
て
い
た
た
め
、
最
大
限
の

感
染
対
策
を
講
じ
、
参
加
者
を
同
協
議
会
員
の
中
か
ら
抽
出
し
た
な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
新
規
就
農
希
望
者
側
の
希
望
作
目
や
過
去
の
就
農
経
験
等
と
同
協
議
会
員
側
の
経
営
作
目
や
雇
用
・
研
修

形
態
等
を
鑑
み
、
同
協
議
会
事
務
局
で
面
談
相
手
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
、
各
30
分
単
位
で
２
〜
４
回
の
面

談
を
実
施
。
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
用
意
し
た
求
人
票
と
新
規
就
農
希
望
申
込
聞
取
調
書
に
沿
っ
て
、
雇
用

条
件
や
求
め
る
人
材
、
農
業
者
と
し
て
の
心
得
等
を
質
問
し
合
っ
て
い
た
。
ま
た
設
定
し
た
面
談
が
終
了
し

た
後
も
、「
お
か
わ
り
タ
イ
ム
」
を
設
け
、
改
め
て
面
談
し
た
い
相
手
の
希
望
が
合
致
し
た
参
加
者
同
士
で
再

度
面
談
を
実
施
し
た
。

　
参
加
し
た
新
規
就
農
希
望
者
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
な
か
な
か
農
業
者
と
面
談
す
る
機
会
が
な
か
っ

た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
。
今
後
の
就
農
に
つ
な
が
る
よ
う
な
収
穫
を
満

足
に
得
ら
れ
た
」
と
話
し
、
同
協
議
会
員
も
「
新

規
就
農
希
望
者
の
真
剣
な
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
も
フ
ェ
ア
を
継
続
し
て
開
催
し
て
ほ

し
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。【

営
農
企
画
課
　
白
川
】

　
ホ
ク
レ
ン
が
日
本
記
念
日
協
会
に
申
請
し
、
２
月
９
日
が
「
ふ

っ
く
り
ん
こ
」
の
日
と
制
定
さ
れ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
ふ
か
が
わ

ま
い
生
産
組
合
（
伊
藤
裕
美
組
合
長
、
３
８
２
戸
）
は
深
川
市
内

の
小
・
中
学
生
全
員
に
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
パ
ッ
ク
ご
飯
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
伊
藤
裕
美
組
合
長
と

岡
田
徹
副
組
合
長
が
深
川
市
役
所
を

訪
問
し
、
山
下
貴
史
深
川
市
長
へ
パ

ッ
ク
ご
飯
の
贈
呈
と
報
告
を
行
っ

た
。

　
伊
藤
組
合
長
は
「
今
回
贈
呈
を
し

た
パ
ッ
ク
ご
飯
は
深
川
産
の
ふ
っ
く

り
ん
こ
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
ふ

っ
く
り
ん
こ
」
の
日
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
で
多
く
の
人
に
知
っ
て
頂
き
、

食
べ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
さ
れ
た
。

　
山
下
市
長
か
ら
は
「
生
徒
た
ち
も

き
っ
と
喜
び
ま
す
。
よ
り
一
層
、
ふ

っ
く
り
ん
こ
の
名
前
が
全
国
に
知
れ

渡
り
、
生
産
が
安
定
す
る
よ
う
頑
張

っ
て
頂
き
た
い
」
と
激
励
が
送
ら
れ

た
。
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９
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く
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福
祉
施
設
へ

消
毒
液
と
使
い
捨
て
手
袋
を
寄
贈

　
２
月
７
日
、Ｊ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
れ
も
ん
（
野
上
千
佳
子
会
長
、
会
員

14
名
）
が
、
清
祥
園
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
と
使
い
捨
て
手

袋
を
寄
贈
し
た
。

　
例
年
で
は
、
同
施
設
の
お
や
つ
作
り
や
餅
つ
き
な
ど
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
人
と
の
接
触
が
難
し
い
今
、
必
要
不
可
欠

な
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
と
使
い
捨
て
手
袋
を
寄
贈
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
職
員
か
ら
は
、「
施
設
に
と
っ
て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
も
気
に
し
て
頂
き
、
大
変
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
作
り
、
貯
金

窓
口
な
ど
で
無
料
配
布
を
す
る
な
ど
の
活

動
も
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

予
定
。

【
深
川
支
所
　
堀
口
】

Ｊ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
れ
も
ん

　
２
月
３
日
、「
た
ど
し
認
定
こ
ど
も
園
か
ぜ
っ
こ
」
の
園
児
約
20
人
が
金
融
共
済
多
度

志
支
所
を
訪
れ
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
、
園
児
た
ち
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
職
員
が
『
赤
鬼
』
に
扮
し
、
園
児
た
ち
は
予

期
せ
ぬ
赤
鬼
の
登
場
に
、
始
め
は
驚
い
て
い
た
が
、
先
生
達
に
後
押
し
さ
れ
元
気
な
掛
け

声
と
と
も
に
鬼
に
向
け
て
豆
ま
き
を
始
め
た
。
最
後
は
、
仲
良
く
園
児
と
鬼
で
記
念
撮
影

を
し
、
園
児
は
鬼
に
慣
れ
た
の
か
手
を
振
り
笑
顔
で
帰
路
に
つ
い
た
。

【
金
融
共
済
多
度
志
支
所
　
平
山
】
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共済部
金融
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融
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元
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に
豆
ま
き
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　篤志者の寄付等からの積立てによって造成されている当JA農業教育振興基金は、令和４年1月末残高は9,550,169
円となっています。
　今後においても当JA組合員教育の実施や地域農業振興のため、優れた農業者の育成を目的として活用させて頂きます。

自：令和3年2月1日～至：令和4年1月31日

項　　目 金　　額 摘　　要

繰越金

寄付金

その他（貯金利息）

収入合計

9,533,895

16,196

78

9,550,169

令和３年１月３１日現在

ＪＡきたそらち監事ＯＢ会様

【収　入】

項　　目 金　　額

差引残高 9,550,169

摘　　要

農業後継者、新規就農者

育成研修助成
0

支出合計 0

本年度該当なし

【支　出】

JAきたそらち農業教育振興基金　収支報告

令和4年度　営農組合長
地区名 組　合　名 氏　　　名 構成員 地区名 組　合　名 氏　　　名 構成員

音　江

メ　ム

菊 丘

音 江 東

内 園

音 江 中 央

音 江 西

7

12

13

54

37

○

◎ ◎

○
雨　竜

北　竜

31

20

22

21

30

33

影　近　敏　明

谷　脇　弘　之

酒　井　政　充

川　村　正　人

寺　本　義　隆

南 盛

東 栄

　 西 　

中 央

本 牧

北 友

加　津　　　隆

安　部　直　樹

加　津　春　雄

池　津　行　紀

川　越　豊　治

宮　脇　　　純計123戸（音　江）

一　已

一 已 第 1

一 已 第 2

一 已 第 3

一 已 第 4

一 已 第 5

一 已 第 6

24

23

21

25

22

26

○

○

◎

伊　藤　裕　美

佐々木　弘　昭

大　井　賢太郎

須　田　清　彦

伊　藤　弘　明

五十川　弘　之
計14１戸（一　已）

納　内
納 内 74 ◎村　椿　光　生

多度志
多 度 志 南

多 度 志 北

45

38

◎

○
松 井 　 守

西 川 雄 一
計83戸（多度志）

計157戸（雨　竜）

◎

○

◎

○

◎

○

19

21

28

9

22

8

13

13

22

碧 水

岩 村

美 葉 牛

古 作

板 谷

西 川

　 和 　

三 谷

恵 竜

山　本　光　也

朝　倉　億　法

辻 　 洋 平

渡　邊　靖　範

渡　辺　恵　一

藤　井　啓　二

齋　藤　克　司

續　木　裕　己

堂　前　諭　弥
計155戸（北　竜）

幌加内

28

29

25

14

南 幌

幌 中

幌 里

北 幌

加　藤　慎　一
近　藤　勝　行
黒　田　光　一
蔵　前　文　彦
南　谷　秀　明
平　野　利　幸
髙　山　勝　行
福　田　　　裕

◎印は営農組合長連絡協議会代表者です。
○印は営農組合長連絡協議会副代表者です。

営農組合数　38組合 営農組合戸数　925戸

北 東

芽 生

南 区

北 菊 水

　 巴 　

16

23

23

14

20

◎

○

浦 瀧 教 幸

岡　田　耕一郎

田 中 克 和

近 藤 洋 介

北 本 清 貴
計96戸（メ　ム）

計96戸（幌加内）

計74戸（納　内）

今年度の各地区営農組合長が決まりましたので、お知らせ致します。
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農作業実習報告農作業実習報告JA職員JA職員 第４回

①実習先　　　／　　　②実習期間　　　／　　　③作業内容　　　／　　　④感　想

経済部 多度志給油所　　三田　　翼　（令和2年4月入組）
①深川支所多度志地区　遠藤　良明　地区代表理事宅（農事組合法人 米道産）
③花き採花・選花作業、箱詰め作業、出荷作業、ハウス整備

④農作業の経験がほとんどなかったため、採花から出荷まで一連の流れを知ることができ、大変勉強
になりました。
　ハウス内での採花作業では、採花できる花と出来ない花を見分ける基準がとてもシビアで難しく、採
花する際も花を傷めないようにしなければならず、繊細な作業に苦労したことが印象に残っています。
選花作業も同様に、定められた規格に合わせて作業を行いました。仕分けした花がそのまま商品とな
るため緊張感を持ちつつ、周りの皆様にアドバイス
をいただきながら適切に実施できたと思います。
　2日間という短い期間でしたが、直接指導して頂
いた高橋さんをはじめ構成員・従業員の皆さまが
温かく迎えてくださり、楽しくコミュニケーションを取り
ながら実習を終えることができました。実習を通じて
組合員の日頃の苦労を知ることができ、貴重な経
験をさせていただきました。関係者の方々には心よ
り感謝いたします。ありがとうございました。

②令和3年8月9日～8月10日

経済部 幌加内給油所　　田口　克海　（令和2年4月入組）
①幌加内支所　仙丸　孝司 監事宅
③南瓜収穫作業、電柵取り外し作業

④今回の農作業実習では、南瓜収穫作業と電柵取り外し作業を経験させていただきました。初日
の南瓜収穫では、昨年より収穫量が少ないとお聞きしましたが、作付面積が多いことから南瓜の
葉が一面を覆っていて探すのにとても苦労しました。また、中腰での作業だったため2日目から筋
肉痛になり体が重くなったことが印象に残っています。
　今回は6名で作業を行っていましたが、もし人手が少ない中での作業だったら大変だということ
を考えさせられました。電柵の取り外し作業では、ご子息と2人で作業を行いましたが、紐が絡ま
ることなくスムーズにでき楽しく作業させていただ
きました。
　今回の農作業実習は、今までに行った学校で
の実習体験が生かされた部分もあり、「フットワー
クが軽くていいね」と褒められたことが嬉しく思い
ました。組合員が日々行う農作業の大変さを改め
て知ることができ、貴重な経験をさせていただき
ました。今回の学びをこれからの業務に生かせる
ように頑張っていきます。ありがとうございました。

②令和3年9月6日～9月9日

　先月号に引き続き、若年職員（採用２年目）を対象としたJA非常勤役員宅における農作業実習につ
きまして、各実習生の感想や今後の抱負をご報告させていただきます。（今回で最終回となります）
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新 風新 風
新規就農者☆

目
指
す
農
業

　
私
は
、
江
差
町
出
身
で
す
。
地
元
の
農
業
高
校
を
卒
業

後
、
深
川
市
の
拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学
に
進
学
し
ま

し
た
。
大
学
で
は
花
き
栽
培
を
学
び
、
花
の
魅
力
、
農
業

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
新
規
就
農
に
意
欲
が
湧
き
、
卒
業

後
は
深
川
市
の
農
業
法
人
で
４
年
間
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
か
ら
、
雨
竜
町
に
て
本
格
的
に
新
規
就
農
に
向

け
て
活
動
す
る
な
か
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
支
え
て
く
れ
た
方
々
に
恩
返
し
と
し
て
、
い

ち
早
く
立
派
な
農
業
者
に
な
り
、
き
た
そ
ら
ち
の
農
業
者

と
し
て
、
素
敵
な
花
を
１
本
で
も
多
く
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

氏

名

年

齢

出
身
地

趣

味

就
農
先

経
営
面
積

高
田
　
和
樹
　
さ
ん

26
歳

江
差
町

釣
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

　雨
竜
支
所 

北
友
営
農
組
合
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a
（
花
き
）

た
か
だ

か
ず
き

　1月28日、令和3年度の永年勤続表彰・提案表彰が当JA本

所大会議室で行われ、柏木孝文組合長より表彰状が手渡された。

　例年、同表彰はJA役職員新年交礼会の席上で行われるが、

昨年同様、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から交礼

会が中止となったため、当JA役員が一堂に会す理事会の前段

に、表彰式が行われた。

　提案表彰では、青果部がコロナ禍において不特定多数の人と

接する環境で、感染防止対策を徹底しながら販売強化に取り組

んだことから努力表彰を受けた。

　なお永年勤続表彰者については右記の通り。

＜永年勤続表彰20年＞

＜永年勤続表彰30年＞
小野寺栄治（幌加内支所）

高橋　直行（経済部資材課）

加賀美政俊（経済部雨竜資材課）

大橋　誠矢（経済部車両機械課）

川田　博行（雨竜支所営農課）

宮田　光利（経済部幌加内整備工場）

大久保佐代未（金融共済雨竜支所金融共済課）

岩本貴誉恵（幌加内支所営農課）

林　　圭二（経済部深川給油所）

青木　　健（経済部イチヤン整備工場）

山田　慈章（金融共済部渉外課）

小松　　努（金融共済部融資課）

川本　雄太（青果部青果課）

田中　大治（経済部雨竜資材課）

高野あゆみ（金融共済音江支所金融共済課）

鹿島　友美（経済部資材課）

堀口知江美（深川支所営農課）

志部谷勇治（雨竜支所営農課）

令和3年度　永年勤続表彰・提案表彰令和3年度　永年勤続表彰・提案表彰

（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　
２
０
１
３
年
の
本
誌
（
№
１
４
５
）
に
「
眠
れ
な
い
夜
に
は‥

」
と
題
し
て
睡

眠
に
関
す
る
話
題
を
提
供
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
そ
の
２
」
と
し
て
続
編
を
記

し
た
い
と
思
い
ま
す
（
前
回
と
重
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）。

皆
様
の
睡
眠
衛
生
に
多
少
な
り
と
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
⑴
心
が
健
康
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
わ
か
り
や
す
い
指
標
」
は
「
ほ
ど
ほ
ど
に

働
け
る
」、「
ほ
ど
ほ
ど
に
食
べ
ら
れ
る
」、「
ほ
ど
ほ
ど
に
眠
ら
れ
る
」
こ
と
と
い

え
ま
す
。
い
ず
れ
も
完
璧
を
求
め
ず
「
ほ
ど
ほ
ど
で
よ
し
」
と
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
⑵
ヒ
ト
の
睡
眠
の
生
理
学
的
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
「
睡
眠
覚
醒
リ
ズ
ム
の
周
期

は
25
時
間
±
２
時
間（
23
時
間
〜
27
時
間
）の
範
囲
で
調
節（
同
調
）可
能
で
あ
る
」

点
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
従
っ
て
、
前
夜
よ
り
も
入
眠
時
刻
を
３
時
間
程
度
ま
で

遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
か
ら
、
週
末
に
な
る
と
つ
い
つ
い
夜
更
か
し
（
お
よ

び
朝
寝
坊
）
を
し
て
し
ま
う
方
が
多
い
の
で
す
。
他
方
、
前
夜
よ
り
１
時
間
以
上

早
く
眠
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
え
ま
す
。

　
第
二
の
特
徴
と
し
て
、「
睡
眠
の
質
と
リ
ズ
ム
は
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

徐
々
に
悪
化
す
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
高
齢
者
で
は
多
く
の
方

に
「
睡
眠
時
間
の
短
縮
・
寝
つ
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
・
夜
中
に
目
が
覚
め
る

回
数
と
時
間
が
増
加
す
る
・
深
い
睡
眠
が
減
り
浅
い
睡
眠
が
増
え
る
」
な
ど
の
現

象
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
定
の
年
齢
に
な
れ
ば
「
ほ
ど
ほ
ど
の
睡
眠
」

で
よ
し
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
⑶
睡
眠
に
対
す
る
心
理
的
な
問
題
と
し
て
、「
自
覚
的
睡
眠
感
」
と
「
客
観
的

な（
実
際
の
）眠
り
の
質
」と
の
間
に
乖
離
が
生
じ
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
般
的
に
私
た
ち
は
夜
間
睡
眠
の
内
容
を
過
少
評
価
し
が
ち
で
あ
り
、
ほ
ど
ほ
ど

に
眠
れ
て
い
る
の
に
「
全
然
眠
れ
な
い
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

　
夜
の
眠
り
具
合
に
若
干
の
問
題
が
あ
っ
て
も
、
日
中
の
精
神
機
能
が
維
持
さ
れ

て
い
れ
ば
（
眠
く
て
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
）
心
配
す
る
こ
と
は

な
い
の
で
す
。
な
お
、
昼
寝
は
30
分
以
内
で
あ
れ
ば
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

「
眠
れ
な
い
夜
に
は
…
（
そ
の
２
）
」

吉
本
病
院
　院
長

松
　本
　三
　樹

　
第
二
の
問
題
と
し
て
「
就
床
時
刻
が
早
す
ぎ
る
（
布
団
・
ベ
ッ
ド
に
早
く
入
り

す
ぎ
る
）
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
比
較
的
高
齢
で
睡
眠
に
神
経
質
な
方
に
よ

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。⑵
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
睡
眠
に
は
リ
ズ
ム
が
あ
り
「
眠

く
な
る
時
刻
」は
ほ
ぼ
一
定
で
、実
際
的
に
は
離
床
時
刻
の
影
響
を
受
け
ま
す
。「
早

く
眠
り
た
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
早
く
布
団
に
入
っ
て
も
な
か
な
か
入
眠
で
き

な
い
の
で
、「
寝
つ
き
が
悪
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
入
眠
時

刻
は
自
分
の
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
と
心
得
ま
し
ょ
う
。

　
⑷
最
後
に
、
よ
り
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
の
コ
ツ
を
幾
つ
か
記
し
ま
す
。

　
①
睡
眠
時
間
８
時
間
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
年
齢
と
と
も
に
睡
眠
時
間
は
少
し
ず

つ
短
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
睡
眠
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
自
分

に
と
っ
て
の
至
適
睡
眠
時
間
を
見
つ
け
、
多
少
眠
れ
な
い
夜
が
あ
っ
て
も
気
に
し

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
眠
く
な
っ
て
か
ら
布
団
に
入
り
、起
き
る
時
刻（
離
床
時
刻
）を
遅
ら
せ
な
い
：

前
段
は
す
で
に
説
明
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
寝
つ
き
が
悪
か
っ
た
日
も
起
き
る
時

刻
を
遅
ら
せ
ず
に
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お
、
朝
に
太
陽
の
光
を

浴
び
る
と
早
寝
早
起
き
に
結
び
つ
き
ま
す
。
朝
の
光
に
は
リ
ズ
ム
（
眠
く
な
る
タ

イ
ミ
ン
グ
）
を
早
め
る
作
用
が
あ
る
の
で
す
。

　
③
入
浴
で
体
を
あ
た
た
め
る
：
就
寝
２
時
間
前
の
入
浴
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
浴
後
に
体
温
が
少
し
ず
つ
低
下
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
眠
気
が
生
じ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
と
が
合
致
す
る
と
良
好
な
入
眠
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
④
お
酒
を
睡
眠
薬
代
わ
り
に
し
な
い
：
お
酒
の
量
に
よ
っ
て
は
睡
眠
の
質
が
悪

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
酒
に
は
利
尿
作
用
が
あ
る
の
で
ト
イ
レ
の
回
数
も
増
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
適
度
な
お
酒
は
結
構
で
す
が
「
眠
る
た
め
の
お
酒
」
は
ひ

か
え
ま
し
ょ
う
。

　
⑤
不
眠
が
続
い
て
昼
間
の
眠
気
が
強
い
場
合
は
専
門
医
に
相
談
す
る
：
睡
眠
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
生
活
リ
ズ
ム
を
変
え
る
こ
と
で
良
眠
で
き
る
よ
う
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
睡
眠
導
入
剤
を
用
い
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

（7） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　令和 4 年 4 月 1 日より、営農から金融まで組合員のワンストップ対応が可能な体

制づくりを目指し、本所機能を現営農センターに移行することといたしました。

　このことに伴いまして、各部署における営業時間を下記のとおり変更いたします。

◎本所（営農センター～総務部、金融共済部、担い手支援室、農業振興部、販売部、
経済部、深川支所）

雨竜支所・北竜支所・幌加内支所（営農課、資材店舗）、各整備工場
平　日 土　曜

4 月～翌 3 月 8:30 ～ 17:00 8:30 ～ 12:00
　（土曜日については、11 月～翌 2 月まで休みとなります。）

◎本所資材店舗
平日 土曜

4 月～ 6 月 8:00 ～ 17:00 8:00 ～ 12:00

7 月～ 10 月 8:30 ～ 17:00 8:30 ～ 12:00

11 月～翌 2 月 8:30 ～ 16:30 －

3 月 8:30 ～ 17:00 8:30 ～ 12:00

◎青果部
平日 土曜

4 月～ 6 月 8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 12:007 月～ 8 月 8:00 ～ 17:30

9 月～ 10 月 8:00 ～ 17:00

11 月～ 12 月 9:00 ～ 17:00

－1 月 9:00 ～ 16:30

2 月
9:00 ～ 17:00

3 月 9:00 ～ 12:00

◎給油所
セルフ

（音江・深川・イチヤン）
フル

（納内・多度志・北竜・幌加内）

4 月～ 10 月 7:30 ～ 19:00 8:00 ～ 18:00

11 月～翌 3 月 8:00 ～ 19:00 8:00 ～ 18:00

令和4年4月以降の営業時間について

（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



金融共済部 貯金課からのお知らせ

ATM・窓口営業時間
変更のお知らせ

ＪＡきたそらちでは、令和４年４月１日 より、
ＡＴＭ・窓口の営業時間を下記のとおり変更いたします

ATM 稼働時間 平　　　日 土　曜　日 日曜日・祝祭日

イチヤン本所 夏期（4 ～ 10 月）
9:00 ～ 18:00

冬期（11 ～ 3 月）
9:00 ～ 17:30

9:00 ～ 17:00 9:00 ～ 17:00

金融共済深川支所 9:00 ～ 12:00

稼働しません

金融共済音江支所

通　年
9:00 ～ 17:30 稼働しません金融共済納内支所

金融共済多度志支所

金融共済雨竜支所
夏期（4 ～ 10 月）

9:00 ～ 18:00
冬期（11 ～ 3 月）

9:00 ～ 17:30 9:00 ～ 12:00
金融共済北竜支所

北竜ココワ ATM

金融共済幌加内支所 通　年
9:00 ～ 17:30

　※　１月１日～１月３日、５月３日～５月５日及び
　　　　　　　　　　　　　　　12 月 31 日はＡＴＭは稼働しません。

各店舗（窓口）の営業時間は、下記のとおりです
イチヤン本所・深川支所・雨竜支所・北竜支所・幌加内支所

平日 9：00 ～ 16：00（変更なし）

音江支所・納内支所・多度志支所

平日　午前の部　9：00 ～ 11：30
　　　午後の部 12：30 ～ 16：00

※ 11：30 ～ 12：30
　 は昼休み（窓口閉鎖）

（9） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



２ 令和3年11月8日から始まった入国再開措置について

ＪＡ北海道中央会顧問弁護士（入管届出済弁護士）
社会保険労務士
杉田　昌平

　令和3年11月8日から、一部国際的な人との往来が再開され、外国人材の入国も行われよ
うとしていました。しかし新たに流行が懸念される新型コロナウイルス感染症の変異株（オミク
ロン株）が登場したことにより、令和3年12月30日までの間、再度、外国人材の新規の入国
は停止されることになりました。
　ここでは、11月8日から始まった入国再開措置、12月30日まで執られた再度の入国停止措
置の概要をお伝えし、最後に必要な対応策を検討したいと思います。

　11月8日から始まった入国再開措置は、令和3年11月5日付「水際対策強化に係る新たな措
置（19）」（以下では「措置（19）」といいます。）により認められるようになりました。
　措置（19）により新たに設けられた入国のための手続は、業所管官庁（農業分野は農水省）
に措置（19）により入国するための申請書及び添付書類を提出し、審査を経て発行される審査
済証を添付すれば、ビザ（査証）の交付を受けて入国することができるという手続です。
　技能実習生で入国を待っている方は多くいるため、措置（19）では、一般（優良）監理団体及び、
11月26日からは一部の特定監理団体に監理される技能実習生について、在留資格認定証明書
が作成された順番で整理し、入国のための手続を行うことができると定めました。
　在留資格認定証明書の作成時期と手続ができる時期の対応関係は、次のとおりです。

在留資格認定証明書作成日
措置（19）による申請時期（現在は停止中）

2021年11月 2021年12月 2022年1月
2020年1月1日～ 6月30日
2020年7月1日～12月31日
2021年1月1日～3月31日

○
×
×

○
○
×

○
○
○

１ はじめに

第3部

令和4年前半の入国見直しと
JAにおける必要な対応策
令和4年前半の入国見直しと
JAにおける必要な対応策
令和4年前半の入国見直しと
JAにおける必要な対応策
令和4年前半の入国見直しと
JAにおける必要な対応策

コラム

３ 令和３年12月30日まで執られた再度の入国停止措置

　このように、令和３年11月8日から入国再開の手続が開始されましたが、この入国再開措置は、
令和3年11月30日から令和3年12月31日までの間停止されることになりました。
　これは、新型コロナウイルス感染症の変異株であるオミクロン株の感染例が海外で報告された
ため、水際対策を強化するものであり、令和3年11月29日付「水際対策に係る新たな措置（20）」
（以下「措置（20）」といいます。）で定められたものです。
　措置（20）は、オミクロン株の影響を見極めるための緊急避難的対応であり、令和4年1月
以降にどのような取扱いがされるかについては、現時点での見通しは立っていません。

（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



杉田弁護士の略歴

杉田　昌平
弁護士(JA北海道中央会顧問)

(入管法施行規則に基づく届出済弁護士)
社会保険労務士

センチュリー法律事務所(東京)
東京弁護士会
■経歴
　2007年3月に慶應義塾大学法学部を卒業し、2011年12月にセンチュリー法律事務所に入所。その後、
名古屋大学やハノイ法科大学で特任講師や客員研究員に就任。
■主な業務分野
　入管業務、知的財産法、事業再生、コンプライアンス、紛争処理等

４ 令和４年前半の必要な対応策

　これまでご覧頂いたとおり、令和3年11月は、出入国の再開と再度の停止が行われ、対応に
悩まれた方も多いと思います。
　日本では、現在のところ感染の広がりはコントロールされていますが、諸外国では感染者数が
増加している国もあり、新型コロナウイルス感染症が今後どのような推移を見せるか不透明な状
況にあります。
　このような状況にあって、令和４年前半に確実に外国人材の新規入国があるものと考えること
は難しい状況だといえます。そのため、措置（20）が終わり、入国手続が再開された場合に手
続が円滑にできるように準備しておくことに加え、令和４年前半に入国がなかった場合の対応を
予め準備しておくことが必要といえます。

手数料の引き下げについて
令和 4 年 4 月 1 日（金）より、為替振込手数料を下記の通り改定いたします。
手数料引き下げ　…　太字・下線

≪内国為替手数料改定≫
〔消費税込〕

内　国　為　替 当ＪＡ

同一店舗内

当ＪＡ

本・支所

道内外

系統宛

他　行　宛

振込手数料

(1 件につき )

区　分 振込金額 電信扱 文書扱

窓口ご利用
５万円未満

無料
220 円 220 円 550 円 440 円

５万円以上 440 円 440 円 770 円 660 円

ＡＴＭ扱い
５万円未満

無料 無料
110 円 275 円

５万円以上 220 円 385 円

個人Ｉ Ｂ
５万円未満

無料 無料
110 円 275 円

５万円以上 220 円 385 円

法人Ｉ Ｂ
５万円未満

無料 無料
110 円 275 円

５万円以上 220 円 385 円
ＩＢ：インターネットバンク

≪定時自動送金振込手数料改定≫
〔消費税込〕

定　時　自　動　送　金 当ＪＡ

同一店舗内

当ＪＡ

本・支所

道内外

系統宛

他　行　宛

振込手数料 (1 件につき )
振込金額 電信扱

５万円未満
無料 無料

110 円 385 円
５万円以上 220 円 440 円
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◆ホタテとカリフラワーのグラタン

◎作り方

お料理コーナー

①鍋に湯を沸かし、塩少々を加えてカリフラワーをかためにゆで、ざるに上げる。
②フライパンにバター10ｇを入れて中火にかけ、ホタテを入れて両面を焼き、取り出して半分に切る。
③②のフライパンの汚れをキッチンペーパーで拭き取り、バター10ｇを中火にかけて溶かし、タマネギをし
んなりするまで炒める。

④鍋を火にかけて残りのバターを溶かし、薄力粉を入れて弱火で炒め、Aを加えてなじませ、①③を加えてと
ろみがつくまで煮る。②を加え、塩・コショウ各少々で調味し、耐熱容器に入れる。

⑤チーズをのせ、オーブントースターでチーズが溶けるまで5、6分焼き、パセリ適量をちらす。
『家の光』2021年3月号「家の光料理カード」から　調理：木村　幸子

◎材料（4人分）

ホタテ貝柱　…………………………………………………　中10個

カリフラワー（食べやすい大きさに切る）　………………　 360ｇ

タマネギ（薄切り）　…………………………………………　75ｇ

バター　………………………………………………………　60ｇ

薄力粉　…………………………………………　大さじ3（27ｇ）

ピザ用チーズ　………………………………………………　60ｇ

パセリ（みじん切り）、塩、コショウ

｛Ａ

牛乳　…………………………………………………　3カップ

酒　……………………………………………………　大さじ2

コンソメ（顆粒）　……………………………………　大さじ1

ふ

転載不可

令和３年度　JAきたそらち太陽光発電所　収支報告 （単位：千円）

項　　　　目

Ｒ3年度発電収入　①

備　　　　　考
３年度実績 計画対比 前年実績対比

金　額 計　画 金　額対　比 対　比

22,244 16,747 21,6995,497 545

収　　支　① - ② 10,600 5,143 10,0895,457 511

R2.12～R3.11発電分

減価償却費

償却資産税

電気事業税

借入金利息

その他諸費用

支出合計　②

8,512

892

0

0

2,240

11,644

8,512

892

0

0

2,200

11,604

9,547

986

0

0

1,077

11,610

0

0

0

0

40

40

△ 1,035

△ 94

0

0

1,163

34

点検費、保険費用、管理費

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和４年1月実績

計画対比

前年対比

18,091kwh 発電電力

○累計（R３.12～Ｒ４.1）

32,785kwh
＋10,456kwh

＋4,816kwh

計画対比

前年対比

＋12,218kwh

＋11,542kwh
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農業振興部からのお知らせ
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金融共済部 共済課からのお知らせ
本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらち
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金融共済部 共済課からのお知らせ
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　あぐり王国北海道 NEXT 緊急生放送！「酪農応援スペシャル」
　3月12日(土)17:00 放送の「あぐり王国北海道 NEXT」は特別編！
　「酪農応援スペシャル」と題し、生放送で北海道酪農の魅力に迫り
ます！
　酪農家・消費者の方々にリモート参加していただき、夕方の搾乳
現場からの生中継や、牛乳の美味しい飲み方研究など、盛りだくさ
んの内容でお送りします！さらに視聴者参加コーナーも実施予定！
　牛乳がもっと好きになること間違いなし！ぜひご覧ください！

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　北海道信連では、環境保全や地域美化の観点か
ら、「ＮＰＯ法人 北海道市民環境ネットワーク」が
運営する「ラブアース・クリーンアップ運動 in 北海道」
に参加し、事務所周辺の清掃活動を行っています。
　今年度も、昨年に引き続き新型コロナウイルス感
染拡大の影響に留
意したうえで、全道
６ヶ所の事務所周辺
にて清掃活動を実施
し、地 域の美 化に
貢献しました。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済では、『こども共済資料請求キャンペー
ン』を実施しております。ＪＡ共済ホームページから

「こども共済」の資料をご請求いただいた方に、『Ｊ
Ａ共済オリジナル　アンパンマンループ付きハンド
タオル』をプレゼントしております。
　キャンペーンは先着 6 万名様限定で 3 月 28 日
( 月 ) 迄です。この機会にホームページへのアクセス
を お 待
ちしてお
ります！

ホクレン
　北海道牛乳普及協会
とホクレンは、道産牛
乳・乳製品の消費拡大
を目的に、道産生乳か
らつくられる牛乳＆乳製品の祭典「ミルク＆ナチュラル
チーズフェア 2022」を、1月の13 日～17日・帯広会場（帯
広藤丸百貨店）と、20 日～ 24 日・札幌会場（さっぽろ
東急百貨店）で開催し、多くの来場者で賑わいました。 
　本祭典は今年 36 回目を迎え、道内 69 社の乳業メー
カーや工房が一同に会し、700 種類以上の牛乳・乳製
品を販売。会場では、コロナ禍により経済的に困窮する
学生を支援するための寄付金を募り、「牛乳・乳製品詰
め合わせセット」を返礼品としてお渡しする企画を実施
しました。

ＪＡ北海道厚生連
　令和 4 年 2 月 21日、特別養
護老人ホームところが移転新築
し、オープンいたします。
新施設は全室個室で常呂厚生病
院と隣接し、渡り廊下で繋がる
ことで介護と医療がより連携を図ることができます。
　整備された地域交流センターでは、イベントや講
演会を通じて地域との交流を深め、より地域に根差

した施設を目指してまいります。
　JA 北海道厚生連は、引続き
組合員ならびに地域住民の皆様
へより良い環境を提供できるよ
う取り組んでまいります。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

放送翌々日の３月 14 日 ( 月 ) から 19 日 ( 土 )17:00 まで、
HBC の動画配信サービス「もんすけ TV」で見逃し配信も実施しています。

【もんすけ TV URL】https://www.hbc.co.jp/monsuketv/
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JAグループ北海道からのお知らせ
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

二月俳句二月俳句二月俳句

１月号の正解は
「ハツユメ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　酒井智鶴子　様
深 川 市　　遠藤菜津希　様
幌加内町　　伊藤満里奈　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

5
6
8
9

11

14

16

17
18

19

20

21

仏像・位牌などを安置する壇。
正面に両開きの扉がある。
違った意見。異論。「○○を唱
える」
溶き卵を焼いた料理
俳句などで、季節を表す言葉
液体が気体になること。
オリンピック等の表彰や記念
のために贈る金属製の記章
タバコの葉を刻まずに、そのま
ま固く棒状に巻いたタバコ。シ
ガー。
外から観察して分かる、そのも
ののありさま。「○○○見」
すでにある建物に付け加えて
建てる事。建て増し。
手紙をやり取りすること
機械・道具などを取り付ける事。
また取り付けたもの。仕掛け。
値打ち。品物の良し悪し。「○
○観の違い」「利用○○」
歌や踊り等の催しもの。「トー
ク○○○」「ミュージカル○○
○」
木などが燃えた後に残る黒い
物

1
4
7

10
11
12

13
14

15

16

17
18

21
22

23

渋い味。渋み。「○○柿」
室内や器物のほこりをはらう道具
一か月を単位として契約するこ
と。「○○○○駐車場」
自分の子どもの子ども
体になにも着ていない状態
米や麦などの粉をこねて丸めて
作った食べ物。「みたらし○○○」 
千の十倍、百の百倍
太陽が沈んでから次の朝までの
暗い時間
建物の上にある、雨や雪を防ぐ
おおい　 
アフリカやインドに住む、長い
鼻の大きな動物 
戦いに用いる道具
すべての人から嫌われ、孤立す
ること。
計算したり、数えたりして出した数
社会・集団を正しい状態に保つ
ための順序や決まり。
目的地に向かって進む途中で、
他の事に時間を費やす事

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切3月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和４年5月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
お
節
食
べ
子
に
持
た
せ
た
る
ハ
ン
バ
ー
グ
　
　
北
川
　
満
江

　
小
寒
や
う
が
い
手
洗
い
水
聖
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
初
春
や
農
継
ぐ
息
子
晴
れ
姿
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
書
初
め
の
先
ず
一
文
字
を
損
じ
た
る
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
初
衣
裳
母
よ
り
娘
へ
と
受
け
継
ぎ
て
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
新
し
き
縁
の
彩
の
桜
鯛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
通
い
田
の
入
口
守
る
樺
樹
氷
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
黙
食
や
マ
ス
ク
付
け
た
り
外
し
た
り
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
大
寒
や
写
真
整
理
の
遅
々
と
し
て
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
新
世
界
流
氷
船
の
声
弾
む
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
日
め
く
り
の
格
言
書
き
留
め
二
月
な
り
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
冬
の
雨
金
子
み
す
ず
の
詩
を
読
む
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
鶴
の
舞
両
手
ひ
ろ
げ
て
ラ
ブ
コ
ー
ル
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
年
玉
を
そ
っ
と
吾
の
手
に
吾
子
帰
る
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
賑
々
し
朝
の
裁
判
寒
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
馴
染
み
屋
の
豆
腐
を
求
め
針
供
養
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
平
か
に
陽
は
ど
の
木
に
も
木
の
根
開
く
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
ナ
ッ
ツ
食
み
静
か
に
手
抜
く
豆
ま
く
夜
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
大
寒
や
八
咫
烏
居
ぬ
里
社
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
仏
壇
に
供
え
る
仏
花
春
添
え
て
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
カ
ツ
カ
ツ
と
靴
音
響
く
寒
の
朝
　
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
か
ま
く
ら
の
滲
む
燈
明
神
代
色
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D E

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10

11 12

13 14 15

16 17

18 19 20

21 22

23
D

C

A

B

E

（18）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



１．関係団体等諸会議について
２． 内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．12月末推定決算について
５．財務報告及び事業実績について
６．職員の人事及び業務事故について
７． 収益認識会計基準の適用に伴う影響と対応について
８．貸出金の貸付報告について
９．クミカン精算状況について
10．貸付金利息・遅延損害金の減免について
11．R3.12月営農懇談会意見・質問報告について

12．米在庫状況について
13．販売未収金について
14．令和3年産「ゆめぴりか」買取集荷に係る収支

見込について
15．輸出用米（ななつぼし）の取りまとめ結果につ

いて
16．畜産物の販売状況について
17．青果・花き集荷販売実績について
18．肥料・温材奨励金の支払いについて
19．R4年度農薬価格設定について
20．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　組合員の出資金減口について
議案第３号　令和4年度経営定期点検の実施計画につ

いて
議案第４号　経理規程の一部改正について

議案第５号　職員の期末手当の支給について
議案第6号　給与規程の一部改正について
議案第7号　貸出金の貸付決定について
議案第8号　労働保険事務組合事務処理規程の変更

について

提
出
議
案

１．令和4年度　役員報酬審議会への諮問（案）につ
いて

協
議
事
項

報
　告
　事
　項

第14回理事会 〈令和4年1月28日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和4年1月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,293
95

5,593
274
921

当月末
65
0

174
4
42

脱退
19
4
64
4
4

加入
1,339
91

5,703
274
959

当期首

２．総代選挙の取り進めについて
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農業振興部からのお知らせ
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